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人口推移・高齢化分布

01 地域の現状・地域公共交通の現況

●富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村（以下、「本地域」という）はH12年以降、人口の減少に加えて高齢化率（65

歳以上の割合）の上昇が予想されている。

●高齢化率の分布状況は、主に南西部において高い高齢化率（50%以上）となっており、高齢化社会に向けた公共交通

サービスの重要性が高まっている。

●今後の高齢化の進行により、自動車を運転できない及び運転できなくなった高齢者等の移動手段の確保・維持が重要

となる。

図 総人口と高齢化の推移

2024年問題に伴う交通事業者への影響

●働き方改革関連法の施行により、2024年4月から自動車の運転業務の時間外労働の上限規制が適用されたこと

で、公共交通においては乗務員が不足し、利用の少ない時間帯での減便や路線・系統の廃止など、既存サービスを

維持できなくなることが懸念されている。

●既存サービスの維持にあたっては、乗務員の確保に加え、地域の需要・必要性の確認や廃止・減便時の代替手段な

ど、地域の利用実態に沿った見直しが必要となる。

1

図 高齢化率の分布状況

改定前 改訂後

3,380時間 3,300時間

改定前 改訂後

8時間 11時間
（最低9時間）

1人で対応 2人、3人で対応

出典 国勢調査(S５５～R２)、国立社会保障・人口問題研究所 人口推計(H３０．３)

出典 国勢調査人口メッシュ(R２)

〈地域公共交通計画〉〈関連計画〉

上位・関連計画との位置づけ

〈上位計画〉 〈国の方針〉

法令・国の公共交通方針

図 本計画の位置づけ

■まちづくり計画

■福祉関係計画

■教育(子育て)関係計画

■地域現状･公共交通の分析

■ニーズ調査/分析

（各種調査結果等）

〈基礎調査〉

各市町村の総合計画

■富田林市総合ビジョンおよび総合基本計画

■第５次太子町総合計画後期基本計画

■河南町まちづくり計画

■千早赤阪村総合計画

■交通政策基本法、交通政策基本計画

■地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律（R2年改正）

富 田 林 市 、 太 子 町 、 河 南 町 及 び 千 早 赤 阪 村
地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会 地 域 公 共 交 通 計 画

（ 令 和 ７ 年 度 ～ 令 和 1 1 年 度 ）

●将来の公共交通ネットワークの全体像を示すうえで、各市町村の上位関連計画や個別の地域公共交通計画との整合

を図りながら本計画を定める。

■富田林市地域公共交通計画
■太子町地域公共交通計画
■河南町地域公共交通計画
■千早赤阪村地域公共交通計画
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富田林市レインボーバス 富田林駅前～金剛連絡所前

たいしのってこバス 太子中央循環線、上ノ太子駅町内周回線他※

カナちゃんバス 北部、南部

やまなみタクシー A、B

千早赤阪村コミュニティバス 千早赤阪村立中学校前～金剛登山口
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2

地域公共交通の現況

北大伴線 富田林駅～川向～北大伴

石川線 富田林駅～大ヶ塚～近つ飛鳥博物館前

千早線 富田林駅～大伴～千早赤阪村立中学校前

河内線 富田林駅～寺田～河内

白木線 富田林駅～白木～東水分

さくら坂循環線 富田林駅～白木～富田林駅

東條線
富田林駅～府立こんごう福祉センター前～富田林駅

富田林駅～甘南備口～富田林駅

喜志循環線 喜志駅～太井川～太子町役場～喜志駅

阪南線 喜志駅～東山～近つ飛鳥博物館前

近鉄バス 金剛東団地線、北野田線、富田林線

南海バス 金剛東団地線、PL病院線、小吹台団地線、小深線他※

近鉄長野線 喜志駅、富田林駅、富田林西口駅、川西駅、滝谷不動駅

南海高野線 金剛駅、滝谷駅

●地域内の公共交通は、富田林市の南北には鉄道が配置され、羽曳野市方面に近鉄長野線、堺市方面に南海高野線が運行している。

●バス運行については、近鉄バス、南海バスが運行しており、コミュニティバスである金剛ふるさとバスは、本地域の主要交通基盤として4市町村の地域間を運行している。

●その他、各市町村において地域内を巡るコミュニティバスが運行するなど、多様な輸送資源が存在している。

図 地域内公共交通の運行路線図

近鉄バス

南海バス

金剛ふるさとバス

富田林市レインボーバス

たいしのってこバス

カナちゃんバス

やまなみタクシー

千早赤阪村コミュニティバス

説明）集積機能の種類が多い箇所ほど高得点
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図 金剛ふるさとバスの収支状況
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鉄道（近鉄長野線・南海高野線） 金剛ふるさとバス

●地域内の鉄道(近鉄長野線・南海高野線)における駅の輸送人員※の推移は、令和1年度まで微増の傾向にあったが、令

和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、２路線ともに平成30年度比約7２％～７７％程度減少しており、2

路線ともに令和３年度以降の輸送人員は、概ね横ばいとなっている。

●地域外・府外への広域移動を支える幹線交通として既存公共交通サービスの維持が重要である。

路線バス（近鉄バス・南海バス）

図 鉄道（近鉄長野線・南海高野線）の輸送人数※の推移
出典 活性化協議会提供データ
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●金剛ふるさとバスの1日あたりの輸送人数の推移は、増減を繰り返している。

●収支状況については、さくら坂循環線、阪南線では、収支率が５５％を超えているが、一方で北大伴線、河内線では収

支率が２０％を下回るなど、路線ごとでばらつきがある。

●地域住民の地域外への移動手段を将来にわたって維持していくためにも、地域間幹線交通として金剛ふるさとバスの

運行維持に向けた取組が重要である。

図 金剛ふるさとバスの1日あたりの輸送人数の推移
出典 活性化協議会提供データ

出典 活性化協議会提供データ

※輸送人員（近鉄長野線 ： 喜志駅、富田林駅、富田林西口駅、川西駅、滝谷不動駅
南海高野線 ： 金剛駅、滝谷駅）
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●市街地の駅や住宅地、病院などの主要施設間を結び運行している路線バス（近鉄バス・南海バス）輸送人員の推移を

みると、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、 ２路線ともに平成30年度比８０％程度減少しているが、2路線と

もに令和３年度以降の輸送人員は、微増傾向となっている。

●市街地の回遊性を高める交通手段として利便性向上と更なる利用促進が重要である。

図 路線バス（近鉄バス・南海バス）の輸送人員の推移

出典 活性化協議会提供データ
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図 富田林市レインボーバスの輸送人員の推移

01 地域の現状・地域公共交通の現況

図 たいしのってこバスの輸送人員の推移

図 カナちゃんバス・やまなみタクシーの輸送人員の推移
図 千早赤阪村コミュニティバスの輸送人員の推移

4

出典 太子町提供データ

出典 千早赤阪村提供データ

出典 富田林市提供データ

出典 河南町提供データ

たいしのってこバス

●学生の通学などを支えている他にも、駅や町役場などの太子町内の主要施設間を結んで運行しているたいしのっ

てこバスの輸送人員の推移は、金剛バスの廃止に伴い、令和5年12月21日より上ノ太子駅へ接続するなど、新たな

系統が運行開始され、輸送人員が増加している。

●太子町内の移動を支える交通として、既存公共交通サービスの維持が重要である。

富田林市レインボーバス

●駅や市役所などの富田林市内の主要施設間を結んで運行している富田林市レインボーバスの輸送人員の推移は、令

和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、平成３０年度比65.１％と減少している。令和5年度では、便数が

9便から3便へ減便したことによる輸送人員の変動がみられる。

●富田林市内の移動を支える交通として、既存公共交通サービスの維持が重要である。

※便数が

千早赤阪村コミュニティバス

●金剛ふるさとバス千早線の終着駅である「千早赤阪村立中学校前」から登山口を結んでおり、観光客の移動を支え

る千早赤阪村コミュニティバスの輸送人員の推移をみると、概ね横ばいとなっている。

●村内の観光地への交通手段として利便性向上と更なる利用促進が重要である。

カナちゃんバス・やまなみタクシー

●駅や町役場などの河南町内の主要施設間を結び、運行しているカナちゃんバス・やまなみタクシーの輸送人員の推移

をみると、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、 両者ともに令和2年度は平成３1年度比の50％～８７％まで減

少している。しかし、金剛バスの廃止に伴い新たな系統が運行開始され、輸送人員が増加している。

●河南町内の移動を支える交通として、 利便性向上と更なる利用促進が重要である。

340
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調査項目 実施方法・内容等

1.住民アンケート調査

■ 対 象 ：富田林市(金剛ふるさとバス沿線地域)、太子町、河南町

及び千早赤阪村在住の2,000人

■ 調査方法 ： 郵送によるアンケートの配布・回収

■ 回収票数 ：回収率 32.9％（2,000票配布に対して658票回収）

・富田林市 34.1％（900票配布に対して307票回収）

・太子町 35.9％（440票配布に対して158票回収）

・河南町 24.8％（500票配布に対して124票回収）

・千早赤阪村 35.6％（160票配布に対して57票回収）

■ 内 容 ： 地域住民の生活行動パターンや公共交通ニーズの把握等

2.学生アンケート調査

■ 対 象 ： 《高校》 河南高等学校

富田林中学校・高等学校

富田林支援学校

《大学》 大阪大谷大学

■ 調査方法 ： 郵送とWEBによるアンケートの配布・回収

■ 回 答 数 ： １,１１３票

■ 内 容 ： 通学実態や日常の移動状況、公共交通の利用状況等

3. OD調査

■ 対 象 ： 《コミュニティバス》 金剛ふるさとバス 富田林市レインボーバス

たいしのってこバス カナちゃんバス

千早赤阪村コミュニティバス

《乗合タクシー》 やまなみタクシー

■ 調査方法 ： 調査員の乗り込みによる調査票配布方式のOD調査

QRコード（Web回答）配布方式のアンケート調査

■ 内 容 ： バス利用者の特性、改善意向等

4.ワークショップ

■ 対象地域 ： 富田林市（「山中田・大伴地区」「東条地区」）、

河南町（「大宝地区」 「さくら坂地区」）、 太子町、千早赤阪村

■ 調査方法 ： グループごとに分かれて意見交換

■ 内 容 ： 地域交通の実情、外出時の困りごとや公共交通サービスの

改善要望 等

５.関係者ヒアリング調査

■ 対 象 ： 交通事業者 6者（鉄道・バス・タクシー事業者）

地域内主要施設 4者（商業施設・病院）

関連部署

■ 調査方法 ： 直接面談方式の聞き取り調査または書面調査

■ 内 容 ： 事業者が持つ問題意識、まちづくりとの連携可能性等
図 回答者の職業別割合

項目 集計条件

調査対象 富田林市(金剛ふるさとバス沿線地域)、太子町、河南町及び千早赤阪村在住の2,000人

調査方法 郵送によるアンケートの配布・回収

調査期間 令和6年８月２日（月）～８月１６日（金） ※一部は８月２３日(金)まで実施

回収率 回収率 32.9％（2,000票配布に対して658票回収）

表 調査概要

回答者属性

●回答者属性は以下の通りである。

表 調査内容

図 回答者の年代別割合

金剛高等学校

初芝富田林中学校・高等学校

上宮太子高等学校

大阪芸術大学

※高校は１年生のみが対象

調査概要

●地域にお住いの方の日常的な生活行動の特定、公共交通の利用見込みが高いターゲット層の分析などを行うため、

地域内在住の2,000人を対象とした郵送型アンケート調査を実施した。

調査内容

●地域内の住民のニーズ・特性や公共交通利用者、交通事業者等の関係者等を把握し、現状の公共交通を取り巻く問題・

課題抽出のために、様々な実態調査を実施した。以下に調査内容を示す。

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

富田林市

太子町

無回答

河南町

千早赤阪村

その他

居

住

地

別

20歳未満

5.6 

20歳代

6.7 

4.2 

3.2 

12.9 

14.0 

18.2 

30歳代

8.4 

5.5 

7.6 

14.5 

8.8 

27.3 

40歳代

9.1 

10.4 

10.8 

3.2 

10.5 

9.1 

50歳代

17.5 

20.2 

20.9 

6.5 

17.5 

18.2 

60～

64歳

9.6 

10.7 

13.3 

15.8 

65～

69歳

6.4 

8.5 

8.2 

70～

74歳

10.3 

12.7 

8.9 

3.2 

17.5 

100.0 

75～

79歳

10.8 

11.7 

10.8 

12.9 

9.1 

80歳

以上

18.4 

14.3 

15.2 

37.9 

8.8 

9.1 

無回答

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

会社員・

公務員

25.7 

28.0 

28.5 

18.5 

22.8 

18.2 

自営業

7.0 

5.9 

8.9 

4.8 

12.3 

9.1 

専業主婦・

主夫

15.2 

15.0 

15.8 

13.7 

15.8 

27.3 

学生

8.9 

3.5 

パート・

アルバイト

のみ

14.7 

15.3 

14.6 

9.7 

24.6 

9.1 

無職

28.3 

29.3 

25.3 

36.3 

12.3 

100.0 

27.3 

その他

3.2 

3.8 

3.2 

8.8 

不明 無回答

3.2 

3.6 

4.8 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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自動車に比べ目的地まで遠回りをする

公共交通間の乗り継ぎに時間がかかる

乗り場の近くに駐輪場・駐車場がない

車いす・ベビーカー等で使いづらい

自宅からバス停・駅が遠い

目的地の近くに路線がない

路線・時刻等が分かりにくい

案内が分かりにくい（乗り場/乗り継ぎ等）

運賃が高い

待合環境が整備されていない（ベンチ等）

特に不便と感じない

公共交通を使おうと考えることがない

その他

無回答

運行本数が少ない

時間通りに来ない

59.0 

5.0 

13.2 

14.1 

4.6 

4.4 

20.5 

10.8 

9.0 

5.0 

23.4 

11.1 

8.1 

11.4 

8.2 

10.9 

0 20 40 60 80 100

(％)

〔N=658〕

サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

658 4.9 9.4 7.9 14.9 13.1 1.7 0.6 1.7 0.6 0.3 0.9 1.1 0.3 0.2 1.2 2.1 39.2

307 3.3 9.8 8.8 12.1 14.3 2.0 - 1.3 0.7 0.3 0.7 1.3 - - 0.7 3.3 41.7

158 5.1 8.2 6.3 21.5 13.9 1.9 0.6 3.2 0.6 - 2.5 0.6 1.3 0.6 1.3 1.3 31.0

124 8.9 10.5 8.1 14.5 10.5 0.8 0.8 1.6 - 0.8 - 0.8 - - 1.6 1.6 39.5

57 3.5 8.8 7.0 12.3 8.8 1.8 3.5 - 1.8 - - 1.8 - - 3.5 - 47.4

1 - - - 100.0 - - - - - - - - - - - - -

11 9.1 9.1 9.1 9.1 18.2 - - - - - - - - - - - 45.5

658 0.2 - - 0.3 0.9 2.1 1.5 2.6 3.3 5.8 9.0 6.2 7.0 4.9 12.0 1.8 42.4

307 - - - 0.3 0.7 2.6 1.3 2.3 2.9 4.9 9.4 4.9 7.2 3.3 11.1 2.9 46.3

158 0.6 - - - 1.3 1.9 1.3 1.9 2.5 7.0 10.8 10.8 6.3 8.2 13.3 0.6 33.5

124 - - - - 1.6 1.6 1.6 4.0 4.8 6.5 4.8 4.0 8.1 5.6 13.7 1.6 41.9

57 - - - 1.8 - 1.8 3.5 3.5 3.5 5.3 8.8 7.0 3.5 - 12.3 - 49.1

1 - - - - - - - - 100.0 - - - - - - - -

11 - - - - - - - - - 9.1 18.2 - 18.2 18.2 - - 36.4

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

無回答

帰宅時間(全体)

富田林市

出発時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）

図 公共交通サービスに対して不満に感じていること
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図 居住地別の公共交通利用状況
図 公共交通サービスの満足度

公共交通の利用状況

●鉄道の利用状況は、 どの地域でも「利用しない」が最も多く、「月1日以下」が次いで多い。また、どの地域も「週5日」が

約６～10％占めており、通勤・通学で鉄道を利用していることが窺える。

●路線バス・コミバスの利用状況は、全体では「利用しない」が約50％を占めているが、河南町では、「月２～3日以上」が

12.9％と他の地域に比べて高くなっている。

●タクシーの利用状況は、 どの地域でも「利用しない」が60％程度占めており、「月1日以下」が次いで高い。

●公共交通の利用時間帯では、どの地域でも出発時間では7時台～10時台で多くなっており、帰宅時間では１１時台

から徐々に利用が増えるといった傾向がみられる。

●本地域の公共交通サービスの満足度については、全体の16.9％が「満足・やや満足」と回答しているが、37.1％は

「不満・やや不満」だと回答している。不満に感じる理由としては、「運行本数が少ない(59.0％)」が最も多い。

(タクシー)

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

週6～7日 週5日 週4日 週3日 週2日 週1日
月2～3日

以上

3.3 

3.2 

月1日

以下

3.5 

3.6 

3.8 

3.2 

3.5 

日数不明

6.4 

9.1 

3.8 

4.0 

5.3 

利用

しない

57.6 

53.7 

63.3 

56.5 

66.7 

100.0 

45.5 

無回答

29.2 

29.3 

27.2 

32.3 

22.8 

54.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 公共交通利用時間帯

満足

4.6%

やや満足

12.3%

どちらとも

言えない

33.7%やや不満

19.6%

不満

17.5%

無回答

12.3%

〔N=658〕

(路線バス・コミバス)

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

週6～7日

3.2 

週5日

2.1 

4.8 

週4日

3.2 

週3日

3.5 

週2日

2.7 

4.8 

100.0 

18.2 

週1日

3.0 

3.8 

4.8 

月2～3日

以上

5.8 

3.6 

4.4 

12.9 

3.5 

18.2 

月1日以下

5.3 

5.5 

5.1 

5.6 

3.5 

9.1 

日数不明

10.8 

10.7 

9.5 

14.5 

7.0 

9.1 

利用

しない

49.1 

50.8 

55.7 

32.3 

64.9 

18.2 

無回答

18.4 

21.8 

18.4 

12.1 

12.3 

27.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(鉄道)

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

週6～7日

4.0 

週5日

7.6 

7.2 

9.5 

6.5 

8.8 

週4日 週3日

5.3 

週2日

4.0 

9.1 

週1日

4.9 

5.2 

3.8 

6.5 

3.5 

月2～3日

以上

10.6 

10.7 

14.6 

7.3 

3.5 

100.0 

18.2 

月1日以下

11.4 

11.1 

15.2 

8.9 

8.8 

9.1 

日数不明

17.6 

18.2 

22.2 

14.5 

10.5 

9.1 

利用

しない

29.3 

32.2 

20.9 

27.4 

42.1 

27.3 

無回答

11.6 

10.1 

7.0 

18.5 

14.0 

27.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※複数回答のため、合算値は100％を超える
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自動車（自分で運転）

徒歩

家族・知人等による送迎

自転車

バイク

河南町カナちゃんバス

路線バス

鉄道

金剛ふるさとバス

自動車（自分で運転）→家族・知人等による送迎

バイク→自動車（自分で運転）

自動車（自分で運転）→鉄道

金剛ふるさとバス→河南町カナちゃんバス

無回答

上記以外

47.4 

9.5 

5.1 

4.5 

2.4 

2.4 

2.4 

0.8 

0.4 

0.6 

0.4 

0.4 

0.4 

20.9 

2.4 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=506〕

サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

319 17.2 21.0 19.4 4.7 1.6 0.9 0.3 0.6 - 0.3 - 0.6 - - 0.9 3.1 29.2

139 14.4 20.1 20.1 3.6 2.2 1.4 0.7 - - 0.7 - 0.7 - - 0.7 3.6 31.7

81 22.2 24.7 17.3 4.9 - 1.2 - 1.2 - - - 1.2 - - 1.2 2.5 23.5

56 16.1 25.0 10.7 3.6 - - - 1.8 - - - - - - - 1.8 41.1

37 18.9 8.1 37.8 10.8 5.4 - - - - - - - - - 2.7 2.7 13.5

0 - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 16.7 33.3 - - - - - - - - - - - - - 16.7 33.3

319 0.6 - - 0.3 0.9 1.3 0.3 0.9 2.5 3.4 5.6 8.8 16.0 10.7 16.6 1.6 30.4

139 1.4 - - 0.7 0.7 2.2 - 0.7 2.9 4.3 3.6 7.2 17.3 6.5 16.5 2.9 33.1

81 - - - - 1.2 - 1.2 - 2.5 3.7 6.2 8.6 16.0 17.3 17.3 1.2 24.7

56 - - - - 1.8 - - 1.8 1.8 - 5.4 5.4 10.7 14.3 17.9 - 41.1

37 - - - - - 2.7 - 2.7 2.7 5.4 10.8 21.6 16.2 5.4 16.2 - 16.2

0 - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 - - - - - - - - - - 16.7 - 33.3 16.7 - - 33.3

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

その他

出発時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

無回答

帰宅時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）
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図 通勤・通学時の交通手段 図 通勤・通学時の移動時間

7

図 買い物時の交通手段 図 買い物時の移動時間

地域住民の生活行動

●通勤・通学では、地域内が37.8％、地域外（主に大阪市）への通勤・通学が42.7％となっている。交通手段は、自家用車

の利用割合（35.5％）が最も多く、公共交通の利用割合は、27.6％で鉄道への乗り換えが多い。

●買い物では、地域内での移動が多いが、千早赤阪村においては、河南町への移動が多い。交通手段は、自家用車の

利用割合（47.4％）が最も多く、公共交通の利用割合は、6.8％となっている。

自動車（自分で運転）

鉄道

バイク

自転車

徒歩

家族・知人による送迎

金剛ふるさとバス→鉄道

自転車→鉄道

路線バス→鉄道

自動車(自分で運転)→鉄道

家族・知人による送迎→鉄道

バイク→鉄道

鉄道→自転車

上記以外

無回答

33.5 

7.2 

4.4 

4.1 

3.1 

0.9 

6.0 

4.7 

2.5 

2.5 

2.2 

1.6 

0.9 

6.9 

19.4 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=319〕

サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

## 2.8 3.4 2.8 0.8 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.4 - 0.2 3.4 5.3 6.5 34.4 39.3

241 2.9 2.5 2.9 0.4 - - - - - 0.4 - - 2.1 5.4 7.1 34.0 42.3

126 3.2 6.3 0.8 0.8 - - - - - 0.8 - 0.8 5.6 6.3 7.1 34.1 34.1

83 - 2.4 3.6 - - - 1.2 1.2 - - - - 3.6 3.6 1.2 43.4 39.8

45 6.7 - 6.7 4.4 2.2 - - - - - - - 4.4 4.4 13.3 17.8 40.0

1 - - - - - - - - - - - - - - - 100.0 -

10 - 10.0 - - - - - - 10.0 - - - - 10.0 - 40.0 30.0

506 0.4 - - 0.8 2.0 9.5 2.8 3.8 3.0 4.3 6.9 4.7 5.5 2.8 5.1 1.4 47.0

241 0.4 - - 1.2 0.8 9.5 3.3 3.3 1.7 4.6 6.6 5.4 5.0 2.5 5.4 1.2 49.0

126 0.8 - - - 4.0 7.9 1.6 3.2 1.6 5.6 7.9 6.3 5.6 4.8 6.3 2.4 42.1

83 - - - 1.2 1.2 10.8 1.2 6.0 9.6 4.8 8.4 1.2 2.4 - 4.8 1.2 47.0

45 - - - - 4.4 11.1 4.4 4.4 2.2 - 4.4 2.2 15.6 4.4 - - 46.7

1 - - - - - - - - - - - - - - - - 100.0

10 - - - - - 10.0 10.0 - - - - 10.0 - - 10.0 - 60.0

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

無回答

帰宅時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

その他

出発時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）

図 通勤・通学の移動需要

富田林市

23.2%

太子町

6.2%

河南町

5.3%

千早赤阪村

3.1%

4市町村外

42.7%

無回答

19.5%

図 買い物の移動需要

〈主な買い物先上位５施設〉

●万代 河南町店（６５票） ●オークワ 河南店（５7票) ●トライアル 富田林店（５６票)

●サンプラザ 山中田店(42票) ●サンプラザ 太子店(31票)

富田林市

33.7%

太子町

10.5%
河南町

24.3%
千早赤阪村

0.3%

4市町村外

23.5%

無回答

7.7%
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サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

240 0.8 2.1 8.8 17.5 21.7 5.4 - 6.7 2.9 3.8 0.8 2.1 0.4 0.4 2.9 1.7 22.1

109 0.9 1.8 7.3 15.6 27.5 6.4 - 8.3 0.9 4.6 1.8 3.7 - - 0.9 0.9 19.3

65 1.5 3.1 4.6 13.8 16.9 3.1 - 4.6 6.2 6.2 - - 1.5 - 3.1 1.5 33.8

42 - 2.4 21.4 26.2 11.9 7.1 - 4.8 2.4 - - - - 2.4 7.1 - 14.3

17 - - 5.9 17.6 29.4 - - 5.9 5.9 - - 5.9 - - 5.9 5.9 17.6

1 - - - - - - - - - - - - - - - 100.0 -

6 - - - 33.3 16.7 16.7 - 16.7 - - - - - - - - 16.7

240 - - - 0.8 2.1 3.3 2.1 3.3 2.9 10.4 13.3 10.4 7.5 3.3 13.8 0.4 26.3

109 - - - 1.8 1.8 5.5 1.8 3.7 2.8 10.1 12.8 10.1 8.3 2.8 12.8 - 25.7

65 - - - - - - 1.5 3.1 - 13.8 13.8 6.2 7.7 3.1 15.4 1.5 33.8

42 - - - - 7.1 2.4 - 2.4 2.4 7.1 14.3 16.7 2.4 7.1 16.7 - 21.4

17 - - - - - 5.9 11.8 5.9 11.8 5.9 11.8 5.9 17.6 - 5.9 - 17.6

1 - - - - - - - - 100.0 - - - - - - - -

6 - - - - - - - - - 16.7 16.7 33.3 - - 16.7 - 16.7

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

無回答

帰宅時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

その他

出発時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）

自動車（自分で運転）

鉄道

自転車

徒歩

家族・知人等による送迎

金剛ふるさとバス

路線バス

バイク

金剛ふるさとバス→鉄道

自動車（自分で運転）→鉄道

路線バス→鉄道

家族・知人等による送迎→鉄道

バイク→鉄道

上記以外

無回答

42.5 

6.3 

4.2 

3.8 

2.5 

1.7 

1.7 

1.3 

5.4 

4.6 

4.2 

3.3 

1.7 

10.8 

6.3 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=240〕

サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

360 0.3 4.4 18.1 20.0 13.6 1.4 - 1.4 0.8 0.3 3.3 2.8 3.1 - - 2.8 27.8

179 - 2.8 18.4 21.8 14.0 1.7 - 1.1 1.1 - 1.7 3.4 2.2 - - 3.4 28.5

82 - 2.4 17.1 19.5 13.4 1.2 - 2.4 - - 3.7 3.7 6.1 - - 1.2 29.3

62 1.6 4.8 22.6 16.1 17.7 - - 1.6 - 1.6 6.5 1.6 1.6 - - 1.6 22.6

28 - 17.9 14.3 14.3 7.1 3.6 - - 3.6 - 7.1 - 3.6 - - - 28.6

1 - - - - - - - - - - - - - - - 100.0 -

8 - 12.5 - 37.5 - - - - - - - - - - - 12.5 37.5

360 - - - 1.1 5.3 13.6 7.5 8.1 4.7 3.9 2.2 4.7 2.8 2.5 4.4 2.2 36.9

179 - - - 1.1 5.6 15.1 6.7 7.3 2.8 4.5 2.2 1.7 3.4 2.2 5.0 2.8 39.7

82 - - - 1.2 4.9 12.2 7.3 8.5 3.7 3.7 3.7 7.3 2.4 3.7 6.1 1.2 34.1

62 - - - - 4.8 16.1 9.7 8.1 9.7 4.8 1.6 8.1 3.2 1.6 1.6 3.2 27.4

28 - - - 3.6 7.1 7.1 7.1 14.3 3.6 - - 7.1 - 3.6 3.6 - 42.9

1 - - - - - - - - - - - - - - - - 100.0

8 - - - - - - 12.5 - 25.0 - - 12.5 - - - - 50.0

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

その他

出発時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

無回答

帰宅時間(全体)

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）

図 通院の交通手段 図 通院時の移動時間

03 住民アンケート調査結果
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図 その他外出(娯楽や趣味、遊び等)の交通手段 図 その他外出(娯楽や趣味、遊び等)時の移動時間

●通院では、地域内が42.1％、地域外（主に堺市）への通院が49.3％となっている。交通手段は、自家用車の利用割合

（40.3％）が最も多く、公共交通の利用割合は8.3％となっている。

●その他外出では、地域内が26.0％、地域外（主に大阪市、堺市）への移動が47.3％となっている。交通手段は、自

家用車の利用割合（42.3％）が最も多く、公共交通の利用割合は28.9％となっている。

自動車（自分で運転）

徒歩

家族・知人等による送迎

自転車

路線バス

バイク

鉄道

スクールバスや病院等の送迎車

金剛ふるさとバス

一般タクシー

自動車（自分で運転）→鉄道

自動車（自分で運転）→家族・知人等による送迎

金剛ふるさとバス→鉄道

上記以外

無回答

40.0 

10.6 

9.2 

3.3 

3.3 

2.5 

1.9 

1.9 

1.7 

0.8 

0.8 

0.6 

0.6 

6.7 

16.1 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=360〕

図 通院の移動需要

10

〈主な通院先上位５施設〉

●PL病院（６４票） ●富田林病院(53票) ●近畿大学病院(２２票) 

●大槻医院大伴診療所(１４票)  ●新堂診療所(13票) ●大阪南医療センター(９票)

富田林市

60.8%

太子町

6.3%

河南町

1.6%

千早赤阪村

1.6%

4市町村外

24.0%

無回答

5.7%

図 その他外出(娯楽や趣味、遊び等)の移動需要

10

〈主なその他外出(娯楽や趣味、遊び等)先上位５施設〉

●ららぽーと堺（17票） ●あべのハルカス（16票) ●かなんぴあ（10票)

●あべのキューズモール(7票) ●近鉄百貨店(７票)

富田林市

14.3%
太子町

3.5%

河南町

6.9%

千早赤阪村

1.2%
4市町村外

61.8%

無回答

12.4%



令和６年度 第２回富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会

項目 集計条件

対象施設
主な買い物先

①万代河南町店 ②スーパーセンターオークワ河南店

③スーパーセンタートライアル富田林店

主な通院先 ①PL病院 ②富田林病院 ③近畿大学病院

集計期間 202３年４月1日～202４年３月3１日（1年間）

滞在時間 15分以上60分以下の滞在 年代 20代、30代、40代、50代、60代、70歳以上

時間帯 5：00～24：00 性別 男性・女性

表 調査概要

図 PL病院の来訪者居住地（市町村別）

図 曜日別・時間帯別の年代割合（万代河南町店）

図 曜日別・時間帯別の年代割合（PL病院）

9

図 万代河南町店の来訪者居住地（市町村別）

03 住民アンケート調査結果

推計来訪者数
273,152人

推計来訪者数
195,950人

主に河南町、富田林市、太子町
に在住している利用者が多い

主に富田林市、河南町に
在住している利用者が多い

参考：人流データ分析

●携帯端末を活用したGPS位置情報ビックデータの人流分析により、地域住民の主な外出行動となる買い物・通院として

利用される施設への移動実態（来訪者の属性・居住地）を分析。携帯端末の分析にあたって、「KDDI Location 

Analyzer」を使用。



令和６年度 第２回富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会

（n=145）

（n=63）

（n=39）

（n=28）

（n=12）

（n=0）

（n=3）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

徒歩

34.5 

44.4 

48.7 

10.7 

自転車

20.7 

28.6 

25.6 

3.6 

8.3 

バイク

3.4 

4.8 

5.1 

自動車

（自分で運転）

24.8 

22.2 

30.8 

10.7 

33.3 

100.0 

家族・知人等

による送迎

40.7 

30.2 

41.0 

67.9 

41.7 

外出しなく

なった

17.9 

12.7 

12.8 

35.7 

25.0 

その他

13.1 

17.5 

7.7 

10.7 

8.3 

33.3 

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答なし

図 自家用車の利用状況

●送迎頻度は、ほぼ毎日（週６～７日、週５日）が20.3％となっており、通学のほか、塾や習い事が想定される。

●送迎出発時間は「7時台」（19.5%）が最も多く、送迎帰宅時間は「20時台以降」(28.0％)が最も多い傾向にある。

03 住民アンケート調査結果

10

図 自家用車での送迎の有無

図 送迎の頻度

●子育て世代の子供の送迎状況は、５４.4％が「送迎している

（送迎されている）」と回答している。

図 送迎の時間帯

子育て世代の子供の送迎状況

〈自家用車を利用する理由（自由意見）〉

・バスの運賃より駐車場料金の方が安いため

・自宅から最寄りのバス停までが遠いため

・バスだと電車との接続が良くないため

・バスの最終便に間に合わないため

図 自家用車での送迎理由 図 自家用車での送迎の負担について

図 金剛バス廃止による移動手段の変化状況

図 金剛バス廃止による代替移動手段

自家用車の利用状況

●地域住民の自家用車の状況は、64.6％が「自家用車を利用している

（自分で運転する）」と回答している。

●送迎する理由として「公共交通の時間があわないため（１９.8％）」が最も多く、「子どもの安全確保・負担軽減のため

(19.4％)」が次いで多くなっている。

●一方で、送迎負担を感じている方が全体の41.５％と約半数となっている状況である。

金剛バスの廃止に伴う移動の変化

●金剛バスの廃止に伴う移動の変化は、「変わらない」が約70％、「変わった」が約２０％とである。

●金剛バスの代替手段としては、全体を見ると「家族・知人等による送迎」、「徒歩」の順に割合が高い。河南町は他の地

域と比べて、「家族・知人等による送迎(67.9％)」の割合が高い。また、千早赤阪村は他の地域と比べて、「自動車（自

分で運転する) (33.3％)」の割合が高い。

自家用車を

利用している

（自分で運転する）

64.6%

自家用車を

利用している

（家族等の送迎のみで

自分は運転しない）

17.8%

自家用車を

利用していない

（保有していない）

12.3%

無回答

5.3%

〔N=658〕

送迎している

（送迎されている）

54.4%

送迎していない

（送迎されていない）

35.5%

無回答

10.1%

〔N=217〕

週6～7日

9.3%
週5日

11.0%

週4日

6.8%

週3日

11.9%

週2日

11.9%

週1日

18.6%

月2～3日以上

4.2%

月1日以下

5.1%

無回答

21.2%

〔N=118〕

サ

ン

プ

ル

数

6

時

以

前

7

時

台

8

時

台

9

時

台

1

0

時

台

1

1

時

台

1

2

時

台

1

3

時

台

1

4

時

台

1

5

時

台

1

6

時

台

1

7

時

台

1

8

時

台

1

9

時

台

2

0

時

台

以

降

時

間

不

明

無

回

答

118 3.4 19.5 13.6 8.5 4.2 0.8 - 1.7 4.2 1.7 4.2 5.9 8.5 1.7 0.8 1.7 19.5

118 - 0.8 - 0.8 1.7 0.8 0.8 0.8 1.7 2.5 9.3 12.7 16.1 5.9 28.0 1.7 16.1

※ハッチング箇所は上位３位を示す（時間不明・無回答を除く） （単位：％）

帰宅時間(全体)

出発時間(全体)

0

10

20

30

40

50
出発時間(全体) 帰宅時間(全体)

（％）

送迎に負担を感じており、

現在の送迎場所までの

公共交通があれば利用したい

22.6%

送迎に負担を感じているが、

現在の送迎場所までの

公共交通に関係なく送迎は続ける

18.9%
送迎に負担は

感じていない

20.3%

その他

2.8%

無回答

35.5%

〔N=217〕

家族の通勤と重なり

都合があうため

2.8%

子どもの安全確保・

負担軽減のため

19.4%

公共交通の時間が

あわないため

19.8%

送迎先の周辺に

公共交通がないため

7.8%その他

8.8%

無回答

41.5%

〔N=217〕

（n=658）

（n=307）

（n=158）

（n=124）

（n=57）

（n=1）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

その他

無回答

変わった

22.0 

20.5 

24.7 

22.6 

21.1 

27.3 

変わらない

68.7 

68.4 

69.0 

64.5 

77.2 

100.0 

72.7 

無回答

9.3 

11.1 

6.3 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※複数回答のため、合算値は100％を超える
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その他

無回答

鉄道・バス等の乗り継ぎしやすい運行の改善（ダイヤの見直しなど）

利用しやすい乗り場環境（待ち合い・情報提供）の整備・乗降場の拡充

IC カードや割引制度の普及など、バス等の利便性を高める（広報・PR 含む）

公共交通の使い方や割引情報などを学べる“乗り方教室”の開催

自家用車利用から転換を促すための免許返納の促進・工夫（イベント等の実施）

高齢者にとっても使いやすい車両での運行（ノンステップ・低床バスなど）

環境にやさしい移動手段へ転換の促進（電気自動車化など）

通学や習い事の送迎等の子育て支援の充実

週1 回利用する等、定期的に公共交通を利用しようと思う住民の意識づくり

身近なバス停をきれいにする等、地域も協力して公共交通を守る取組み

使い勝手の良い運行内容を住民・自治会等で自ら考えて事業者等に提案

地区の住民同士で乗り合わせる等、助け合って移動できる体制を自分達でつくる

特に必要ない

56.2 

29.8 

34.0 

4.1 

12.9 

41.0 

10.2 

14.7 

11.6 

9.4 

18.7 

10.3 

3.3 

6.8 

9.6 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=658〕

とても思う

7.6%

思う

26.4%

あまり思わない

37.1%

思わない

15.2%

無回答

13.7%

〔N=658〕

運賃見直しにより、

運行サービスを

継続して欲しい
31.2%

財政負担を増やして、

運行サービスを

より充実させて欲しい
32.2%

運行の効率化

（減便含む）などにより、

財政負担を減らす
工夫が必要

15.7%

その他

6.1%

無回答

14.9%

〔N=658〕

図 地域の財政負担のあり方

図 公共交通の維持に向けた利用意向

地域の財政負担・今後の取り組みへの意向

●公共交通サービス事業の維持における国や府、地域の財政負担への考えは、「運賃見直しにより運行サービスを継

続して欲しい」、「財政負担を増やして、運行サービスをより充実させて欲しい」が合わせて63.4％を占めており、

運行サービスの継続や改善を求める意向がみられる。

▶▶▶運賃の見直しや財政負担を増額により、現状の公共交通サービスをより充実さ
せることが求められている

●公共交通の移動手段としての必要性については、全体の91.6％が必要と思うと回答しており、移動手段としての

重要性が窺える。

●公共交通の維持のために今後、積極的に利用しようと思う意向については、全体の65.0％が利用しようと思うと

回答しているが、24.8％は利用しようと思わないと回答している。

●公共交通の利用体験企画の参加意向については、全体の34.0％が参加しようと思うと回答しているが、52.3％

は利用しようと思わないと回答している。

図 公共交通の必要性

03 住民アンケート調査結果

●公共交通の維持・利用向上のための考えは、「鉄道・バス等の乗り継誤しやすい運行の改善(ダイヤの見直しなど)」

（56.2％）が最も多く、次いで「高齢者にとっても使いやすい車両での運行（ノンステップ・低床バスなど）」（41.0％）

となっている。

●上記のほか、「ICカードや割引制度の普及など、バスの利便性を高める（34.0％）」や、「利用しやすい乗り場環境（待

ち合い・情報提供）の整備・乗降場の拡充（29.8％）」など、利便性の向上を求める意見があげられている。

図 公共交通の維持・利用向上のための考え

その他公共交通等に関するご意見（抜粋）

11

図 公共交通の利用体験企画の参加意向

公共交通に関するご意見

富田林市 ・自宅から最寄りのバス停が遠いため、利用したくても利用できない。

富田林市 ・本数が少ないので、片道切符状態になり利用できない。

富田林市 ・バスの運行が少ない時間帯は、タクシーなどの代替手段を運行してほしい。

太子町 ・今の太子町内のバスの行き先や本数では、免許返納したくてもできない。

太子町 ・鉄道とバスの連携等、生活と直結した行き先を考え直してほしい。

太子町 ・シニア割引を設けるなど、利用したい人が利用しやすいように工夫をしてほしい。

河南町 ・坂が多いので、バス停に乗降を支えるものや屋根等を設置して欲しい。

河南町 ・通勤・通学の時間帯、深夜帯の便を増やしてほしい。

河南町 ・事前購入が出来る回数券・定期券の販売してほしい。

千早赤阪村 ・村内と買い物先への巡回バスを午前と午後に2本ずつ(行き・帰り分)運行してほしい。

千早赤阪村 ・最寄りのバス停までが遠く、坂道が多いので歩くのが大変。

千早赤阪村 ・タクシーチケットが利用しづらく、タクシーの利用形態の見直しが必要。

とても思う

22.0%

思う

43.0%

あまり思わない

20.8%

思わない

4.0%

無回答

10.2%

〔N=658〕

とても思う

63.4%

思う

28.1%

あまり思わない

2.0%

思わない

0.9% 無回答

5.6%

〔N=658〕

※複数回答のため、合算値は100％を超える
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バスの運行時間帯（朝、夜間など）の拡大

わかりやすい運賃制度（200円、300円などのキリのいい料金にする）

通学定期券の割引率拡大や学生割引回数券などの導入（学生証の提示など）

通学定期券代の補助（例：定期券代金の30％を市町村が補助など）

時刻表や停留所の位置などに関する情報発信を強化する

路線図や学生の利用目的に合わせた時刻表の配布

バス停への屋根・ベンチ・駐輪施設の設置

駅やバス停近くで待ち時間に勉強やおしゃべりをして過ごせる空間の充実

他の交通手段を利用するため、条件にかかわらず利用することはない

その他

無回答

運行本数の増便

バス運行ルートの新設・変更

66.8 

6.5 

11.1 

9.3 

11.4 

10.9 

5.8 

9.3 

8.5 

11.1 

16.3 

1.6 

47.2 

0 20 40 60 80 100
(％)

〔N=1113〕

バイク

鉄道

路線バス

金剛ふるさとバス

富田林市レインボーバス

カナちゃんバス

たいしのってこバス

千早赤阪村コミュニティバス

スクールバス

やまなみタクシー

家族・親戚等の送迎

その他

無回答

徒歩

自転車

33.0 

55.8 

0.2 

48.6 

6.4 

0.2 

0.1 

0.3 

0.1 

0.1 

24.1 

0.0 

9.4 

1.8 

2.8 

0 20 40 60 80
(％)

〔N=1113〕

32.2 

56.1 

0.2 

48.7 

6.2 

0.2 

0.1 

0.3 

0.1 

0.1 

24.1 

0.0 

9.8 

2.0 

2.5 

0 20 40 60 80

〔N=1113〕

通学

33.2%

買い物

6.2%
遊び

33.2%

その他

5.4%

無回答

22.0%

〔N=891〕

満足

32.8%

普通

45.3%

不満足

17.5%

無回答

4.4%

〔N=137〕

満足

32.7%

普通

57.5%

不満足

9.4%

無回答

0.5%

〔N=588〕

登下校時の通学手段

●登下校時の通学手段では、登校時・下校時ともに「自転車」が56％程度であり最も多い。公共交通については、登校

時・下校時ともに「鉄道」が約90％を占め、コミュニティバス・乗合タクシーはほとんど利用されていない。

●公共交通の利用目的については、「遊び」「通学」ともに33.2％と日常利用が多い。

●下校時に乗車する駅については、「富田林西口駅」（47.3％）が最も多い。

●通学時に乗車するバス路線では、「南海バス」(24.8％)が最も多く、「スクールバス」(17.5％)、「近鉄バス」

(13.9％)が次いで高い。金剛ふるさとバスについては、全路線合わせて１２.5％利用されている。

04 学生アンケート調査結果

調査概要

●学生の通学実態や日常の移動状況、公共交通の利用状況や公共交通を利用しない要因などを把握し、まちの魅力向

上のための大きな要因となる公共交通の利便性向上に向けた施策検討に反映する。※Web回答あり

項目 集計条件

調査対象 地域内の高校・大学へ通う学生

調査方法 郵送とWEBによるアンケートの配布・回収

調査期間 令和6年9月2日(月)～9月６日(金) ※一部学校は９月１３日(金)まで実施

回答数 １,１13票

表 調査概要

運行内容に関する満足度・認知状況

図 登下校時の交通手段

12

図 公共交通の利用目的

河内国分駅

古市駅

喜志駅

富田林西口駅

滝谷不動駅

河内長野駅

大阪狭山市駅

金剛駅

三日市町駅

大阪梅田駅

その他

不明

無回答

2.2 

0.5 

18.2 

47.3 

7.8 

4.6 

0.2 

5.6 

0.3 

0.3 

7.3 

2.0 

3.6 

0 10 20 30 40 50
(％)

〔N=588〕

図 登校時に乗車する駅 図 通学時に乗車するバス路線

金剛ふるさとバス_千早線

金剛ふるさとバス_さくら坂循環線

金剛ふるさとバス_東條線

金剛ふるさとバス_喜志循環線

金剛ふるさとバス_阪南線

金剛ふるさとバス_路線不明

カナちゃんバス

千早赤阪村コミュニティバス

南海バス

近鉄バス

スクールバス

その他

無回答

1.5 

1.5 

0.7 

4.4 

1.5 

2.9 

0.7 

0.7 

24.8 

13.9 

17.5 

8.0 

21.9 

0 10 20 30 40 50
(％)

〔N=137〕

●満足度については、鉄道、バスともに「満足」、「普通」が８０％程度を占める一方で、鉄道よりバスの方が不満足と感

じている方が多くなっている。

●現在、公共交通を利用していない方が利用する条件としては、「運行本数の増便」(66.8％)が一番多い。

図 公共交通の運行情報の認知状況

●公共交通の運行情報の認知状況に関しては、全ての項目で「知っている」が60～80％を占めているが、利用に結び

ついていないのが現状である。

①自宅から最寄りの駅・バス停 ②学校から最寄りの駅・バス停 ③自宅から学校までの運行状況

図 鉄道利用についての満足度 図 バス利用についての満足度

図 公共交通を利用する条件

図 下校時に乗車する駅

知っている

79.5%

知らない

5.2%

無回答

15.3%

〔N=1113〕

知っている

72.2%

知らない

11.9%

無回答

15.9%

〔N=1113〕

知っている

61.9%

知らない

22.4%

無回答

15.7%

〔N=1113〕

大阪阿部野橋駅

河内松原駅

藤井寺駅

古市駅

喜志駅

富田林駅

河内長野駅

北野田駅

三日市町駅

美加の台駅

その他

不明

無回答

3.4 

6.1 

9.7 

9.0 

5.3 

1.0 

5.3 

3.6 

4.9 

1.7 

44.4 

2.2 

3.4 

0 10 20 30 40 50
(％)

〔N=588〕

※複数回答のため、合算値は100％を超える

※複数回答のため、合算値は100％を超える ※公共交通を利用すると回答した方のみ
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（n=7）

（n=7）

（n=7）

（n=7）

（n=7）

（n=7）情報の分かりやすさ

ルート・行き先

運行本数

時間帯

乗り場の待機環境

車両

満足

85.7 

14.3 

42.9 

71.4 

57.1 

不満足

85.7 

85.7 

14.3 

14.3 

どちらとも

言えない

14.3 

14.3 

42.9 

28.6 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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乗車 降車 便平均車内人数進行方向
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50000 01020
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進行方向

金剛ふるさとバスの利用状況

05 OD調査結果

調査概要

●住民の日常の外出移動の実態や公共交通の利用状況を把握しつつ、金剛バスの廃止の影響等を定量化し、提供サー

ビスと利用者ニーズの乖離を把握することで、サービス改善内容の検討材料として整理した。

項目 集計条件

調査対象

〇コミュニティバス ： 金剛ふるさとバス、富田林市レインボーバス、たいしのってこバス、

カナちゃんバス、千早赤阪村コミュニティバス）

〇乗 合 タ ク シ ー : やまなみタクシー

調査方法
○調査員の乗り込みによる調査票配布方式のOD調査

○QRコード（Web回答）配布方式のアンケート調査

調査期間 令和6年9月5日（木）、6日(金)、7日(土)、8日（日）

表 調査概要

OD調査結果（路線別）
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図 便別利用者数（平日）
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図 便別利用者数（休日）

（人）

（人）

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

買い物

通院

無回答

14.3 

0.0 

71.4 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=7〕

●便別では、午前中の利用が約半数であり、午前中のうち約7割が9時以前の便を利用している。

●1便あたりの利用者数は、平日約９人/便、休日約６人/便程度である。

●北大伴線は、富田林市の府営富田林楠住宅と富田林駅を結ぶ路線であり、通勤・通学利用が多くみられる。停留所別

では、北大伴と富田林での乗降が多く、経由する停留所（大伴住宅前や川向等）における乗降は少ない傾向である。

通勤通学が
８割以上

運行本数や時間帯への不満足が8割以上

（人） （人）

（人） （人）

1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 8便 9便 10便 11便 12便 13便 14便 15便 16便 17便 18便 19便 20便 便数 乗車人員 便あたり

上り 5 2 3 11 15 7 3 1 4 1 0

下り 0 0 1 4 11 1 4 6 2 5 2

上り 4 3 17 10 15 12 4 5 2 0 0

下り 4 2 2 4 6 11 5 5 3 2 5

上り 4 4 0 2 8 9 9 5 5 2 7 5 3 4 2 0 0 0 1

下り 7 3 2 2 5 4 4 8 6 3 6 7 2 1 4 3 5 9 4

上り 6 5 5 10 2 0

下り 3 1 8 9 0 3

上り 5 6 13 4 5 2

下り 7 2 7 13 6 11 3

さくら坂循環線 循環 6 4 10 26 35 16 11 24 16 43 16 13 18 12 14 6 16 270 8.4

東條線 循環 2 9 10 8 13 13 18 14 8 16 1 5 9 12 5 3 10 17 156 4.6

葉室廻り 15 13 21 21 26 37 14 20

太子廻り 17 12 16 12 13 7 9

上り 3 5 8 6 8 14 16 13 14 12 8 16 13 9 4 5 2 7 2 3

下り 2 8 6 4 1 14 12 14 10 12 20 11 4 8 7 9 11 11 21
39 353 9.1

13 84 6.5

15 253 8.4

38 155 4.1

12 52 4.3

22 88 4.0

22 121 5.5

阪南線

路線

北大伴線

石川線

千早線

河内線

白木線

喜志循環線

1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 8便 9便 10便 11便 12便 13便 14便 15便 16便 17便 18便 19便 20便 便数 乗車人員 便あたり

上り 8 6 5 18 11 3 2 2 0 0 0

下り 0 0 0 7 15 2 4 7 4 4 2

上り 9 15 11 12 7 4 3 5 1 1 0

下り 3 3 1 7 5 12 10 4 13 4 8

上り 18 23 19 13 17 5 14 6 5 3 7 2 9 9 5 1 3 0 1

下り 4 10 7 8 4 6 13 6 2 4 12 10 14 11 17 13 5 9 14

上り 16 5 1 2 3 2

下り 9 1 4 2 6 12

上り 18 12 18 6 10 2

下り 12 12 17 17 5 13 10

さくら坂循環線 循環 28 34 35 33 24 12 9 15 21 26 22 14 14 23 20 18 16 348 10.9

東條線 循環 6 14 26 51 43 30 19 10 28 18 1 36 9 28 26 13 6 17 364 10.7

葉室廻り 29 27 24 20 13 7 10 5

太子廻り 12 13 18 10 22 14 12

上り 25 25 30 20 21 13 12 17 17 19 12 11 11 11 6 4 0 4 6 2

下り 6 5 11 6 3 21 12 14 18 10 13 15 11 13 17 24 18 22 33
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22
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38

12

13白木線

喜志循環線

阪南線

路線

北大伴線

石川線

千早線

河内線



令和６年度 第２回富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会

（n=86）

（n=86）

（n=86）

（n=86）

（n=86）

（n=86）

ルート・行き先

運行本数

時間帯

乗り場の待機環境

車両

情報の分かりやすさ

満足

82.6 

19.8 

24.4 

51.2 

75.6 

40.7 

不満足

4.7 

60.5 

54.7 

19.8 

7.0 

18.6 

どちらとも

言えない

12.8 

19.8 

20.9 

29.1 

17.4 

40.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

買い物

通院

無回答

9.0 

0.0 

61.8 

6.7 

2.2 

19.1 

1.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=89〕

（n=49）

（n=49）

（n=49）

（n=49）

（n=49）

（n=49）情報の分かりやすさ

ルート・行き先

運行本数

時間帯

乗り場の待機環境

車両

満足

83.7 

16.3 

16.3 

51.0 

63.3 

38.8 

不満足

2.0 

67.3 

71.4 

24.5 

22.4 

20.4 

どちらとも

言えない

14.3 

16.3 

12.2 

24.5 

14.3 

40.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

買い物

通院

無回答

5.7 

1.9 

64.2 

11.3 

1.9 

15.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=53〕

05 OD調査結果
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●千早線は、千早赤阪村の中学校や役場から河南町を経由し、富田林駅を結ぶ路線であり、通勤・通学利用が多くみら

れる。平日の利用（主に通勤・通学）が休日の約2倍と多く、千早赤阪村での乗降もみられている。

●石川線は、河南町の大宝地区と富田林駅を結ぶ路線であり、通勤・通学利用が多くみられる。停留所別では、富田林

についで大ヶ塚の乗降が多く、他路線と同ルート上の停留所（東山や大宝一丁目等）は利用が少ない傾向である。

通勤通学が
約7割

運行本数や時間帯への不満足が約6割
通勤通学が
7割以上

運行本数や時間帯への不満足が約7割

（人） （人）

（人） （人）

（人） （人）

（人） （人）

←河南町 富田林市→

←河南町 富田林市→

←千早赤阪村 河南町→ ←河南町 富田林市→

←千早赤阪村 河南町→ ←河南町 富田林市→



令和６年度 第２回富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会

（n=22）

（n=22）

（n=22）

（n=22）

（n=22）

（n=22）

ルート・行き先

運行本数

時間帯

乗り場の待機環境

車両

情報の分かりやすさ

満足

68.2 

9.1 

13.6 

45.5 

68.2 

40.9 

不満足

4.5 

72.7 

59.1 

27.3 

22.7 

9.1 

どちらとも

言えない

27.3 

18.2 

27.3 

27.3 

9.1 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

通院

無回答

買い物 18.2 

4.5 

50.0 

18.2 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=22〕

（n=46）

（n=46）

（n=46）

（n=46）

（n=46）

（n=46）

ルート・行き先

運行本数

時間帯

乗り場の待機環境

車両

情報の分かりやすさ

満足

71.7 

13.0 

19.6 

43.5 

63.0 

34.8 

不満足

6.5 

67.4 

63.0 

15.2 

13.0 

26.1 

どちらとも

言えない

21.7 

19.6 

17.4 

41.3 

23.9 

39.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

通院

無回答

買い物 11.3 

5.7 

54.7 

9.4 

5.7 

13.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=53〕
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05 OD調査結果
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●白木線は、千早赤阪村の東水分から河南町を経由し富田林駅を結ぶ路線であり、通勤・通学利用が多くみられる。停

留所別では、寺田や大伴等、富田林市内の乗降は多い、一方で千早赤阪村内の利用は少ない傾向である。

●河内線は、河南町と富田林駅を結ぶ路線であり、通勤・通学利用が多くみられる。停留所別では大伴の乗車が多い、

一方で河内や滝谷口等の終点付近の乗降は少ない傾向である。

通勤通学が
約7割

運行本数や時間帯への不満足が6～7割

通勤通学が
約7割

運行本数や時間帯への不満足が6～7割

（人） （人）

（人） （人）

（人） （人）

（人） （人）

←千早赤阪村 河南町→ ←河南町 富田林市→

←河南町 富田林市→

←河南町 富田林市→
←千早赤阪村 河南町→ ←河南町 富田林市→
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（n=154）

（n=154）

（n=154）

（n=154）

（n=154）

（n=154）

車両

情報の分かりやすさ

時間帯

乗り場の待機環境

ルート・行き先

運行本数

満足

85.1 

20.1 

26.0 

68.8 

83.8 

53.9 

不満足

4.5 

61.7 

55.2 

10.4 

1.3 

14.3 

どちらとも

言えない

10.4 

18.2 

18.8 

20.8 

14.9 

31.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

通院

無回答

買い物 8.4 

3.9 

52.0 

12.3 

2.2 

21.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=179〕

（n=51）

（n=51）

（n=51）

（n=51）

（n=51）

（n=51）

車両

情報の分かりやすさ

時間帯

乗り場の待機環境

ルート・行き先

運行本数

満足

68.6 

7.8 

3.9 

58.8 

84.3 

45.1 

不満足

15.7 

72.5 

80.4 

21.6 

5.9 

19.6 

どちらとも

言えない

15.7 

19.6 

15.7 

19.6 

9.8 

35.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

無回答

買い物

通院

13.8 

3.1 

50.8 

12.3 

4.6 

10.8 

4.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=65〕
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●東條線は、富田林駅を起終点として富田林市南部の甘南備を循環する路線であり、通勤・通学や買い物の日常利用

が多くみられる。停留所別では、東条小学校前や第三中学校前、府立こんごう福祉センター前での乗降が多い。

●さくら坂循環線は、富田林駅を起終点として河南町のさくら坂住宅団地を循環する路線であり、通勤・通学や趣味・

娯楽と日常利用が多くみられる。さくら坂住宅団地周辺のさくら坂一丁目やさくら坂2丁目等の乗降が多い。

通勤通学が
約6割

運行本数や時間帯への不満足が7～8割

通勤通学が
約7割

運行本数や時間帯への不満足が約6割

（人） （人）

（人） （人）

（人）

（人）

（人）

（人）

←河南町 富田林市→

←河南町 富田林市→
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（n=53）

（n=53）

（n=53）

（n=53）

（n=53）

（n=53）

車両

情報の分かりやすさ

時間帯

乗り場の待機環境

ルート・行き先

運行本数

満足

69.8 

7.5 

11.3 

45.3 

73.6 

41.5 

不満足

7.5 

64.2 

60.4 

17.0 

5.7 

18.9 

どちらとも

言えない

22.6 

28.3 

28.3 

37.7 

20.8 

39.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

無回答

買い物

通院

16.7 

6.1 

43.9 

7.6 

7.6 

16.7 

1.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=66〕

（n=116）

（n=116）

（n=116）

（n=116）

（n=116）

（n=116）

車両

情報の分かりやすさ

時間帯

乗り場の待機環境

ルート・行き先

運行本数

満足

87.9 

21.6 

31.0 

66.4 

86.2 

47.4 

不満足

3.4 

50.0 

44.8 

6.0 

2.6 

12.9 

どちらとも

言えない

8.6 

28.4 

24.1 

27.6 

11.2 

39.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

役場・銀行

趣味・娯楽

散歩

その他

無回答

買い物

通院

16.1 

4.9 

33.6 

11.9 

2.1 

31.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔N=143〕

05 OD調査結果

17

70
24

52
20

50 26 19 1 4 0 00 0 0 0 0 0 0 0 1 2

263

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

100

200

300

400
乗車 降車 便平均車内人数進行方向

271

1000000000 0011514
423715

424957

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

100

200

300

400

喜
志
駅

大
深

河
南
橋

梅
川
橋

太
子
四
つ
辻

東
山

阪
南
一
須
賀

大
宝
１
丁
目

大
宝
２
丁
目

大
宝
４
丁
目

近
つ
飛
鳥
博
物
館
前

進行方向

65

1 0 0 1 0 1 1 1 5 0
9 11

2
11

4 2 5 3 3 4 3 3 0 0 00 0 4 4 2 0 1

19

0 3 4 6 4 4
13

0 0 3 0 1 0 2 1 1 4

59

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

0

20

40

60

80

100

喜
志
駅
①

大
深
①

河
南
橋
①

梅
川
橋
①

太
子
四
つ
辻
①

泥
掛
け
地
蔵
前
①

太
井
川
①

上
宮
学
園
前

敏
達
天
皇
陵
前

仏
眼
寺
前
・葉
室

葉
室
歴
史
公
園
前

推
古
天
皇
陵
前

山
田

六
枚
橋
東

太
子
町
役
場

用
明
天
皇
陵
前

磯
長
小
学
校
前

聖
徳
太
子
御
廟
前

内
之
町

太
井
川
②

泥
掛
け
地
蔵
前
②

太
子
四
つ
辻
②

梅
川
橋
②

河
南
橋
②

大
深
②

喜
志
駅
②

乗車 降車 便平均車内人数進行方向

口

69

1 1 0 1 0 2 0 1 1 0
12

4 1 5 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 00 0 0 1
11

1 5 2 3 3 5 10 7 9 9
3 5 0 1 1 0 0 0 0 0

25

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

0

20

40

60

80

100

喜
志
駅
①

大
深
①

河
南
橋
①

梅
川
橋
①

太
子
四
つ
辻
①

泥
掛
け
地
蔵
前
①

太
井
川
①

内
之
町

聖
徳
太
子
御
廟
前

磯
長
小
学
校
前

用
明
天
皇
陵
前

太
子
町
役
場

六
枚
橋
東

山
田

推
古
天
皇
陵
前

葉
室
歴
史
公
園
前

仏
眼
寺
前
・葉
室

敏
達
天
皇
陵
前

上
宮
学
園
前

太
井
川
②

泥
掛
け
地
蔵
前
②

太
子
四
つ
辻
②

梅
川
橋
②

河
南
橋
②

大
深
②

喜
志
駅
②

乗車 降車 便平均車内人数進行方向

32
16 19

6

43 41
10 0 1 0 00 0 0 0 0 1 0 0 2 0

165

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

50

100

150

200

250
乗車 降車 便平均車内人数進行方向

180

1300100000 00227

57
42

8162625

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

50

100

150

200

250

喜
志
駅

大
深

河
南
橋

梅
川
橋

太
子
四
つ
辻

東
山

阪
南
一
須
賀

大
宝
１
丁
目

大
宝
２
丁
目

大
宝
４
丁
目

近
つ
飛
鳥
博
物
館
前

進行方向

62

0 1 0 0 0 0
14

3 2 1 9 8 4
17

5 2

23

2 2 1
10

0 1 0 00 0 0 2 1 2 0

35

0 2 2 7 4 0 5 1 0 2 0 0 0 0 3 1 2

98

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

30

60

90

120

150

喜
志
駅
①

大
深
①

河
南
橋
①

梅
川
橋
①

太
子
四
つ
辻
①

泥
掛
け
地
蔵
前
①

太
井
川
①

上
宮
学
園
前

敏
達
天
皇
陵
前

仏
眼
寺
前
・葉
室

葉
室
歴
史
公
園
前

推
古
天
皇
陵
前

山
田

六
枚
橋
東

太
子
町
役
場

用
明
天
皇
陵
前

磯
長
小
学
校
前

聖
徳
太
子
御
廟
前

内
之
町

太
井
川
②

泥
掛
け
地
蔵
前
②

太
子
四
つ
辻
②

梅
川
橋
②

河
南
橋
②

大
深
②

喜
志
駅
②

乗車 降車 便平均車内人数進行方向

56

1 1 2 0 0 0 2 0 0 1 5 1 2 4 1 0 0 2 3 1 3 1 0 0 00 0 1 0 2 0 2 4 6 2 6 14
5 9 8 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1

24

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

30

60

90

120

150

喜
志
駅
①

大
深
①

河
南
橋
①

梅
川
橋
①

太
子
四
つ
辻
①

泥
掛
け
地
蔵
前
①

太
井
川
①

内
之
町

聖
徳
太
子
御
廟
前

磯
長
小
学
校
前

用
明
天
皇
陵
前

太
子
町
役
場

六
枚
橋
東

山
田

推
古
天
皇
陵
前

葉
室
歴
史
公
園
前

仏
眼
寺
前
・葉
室

敏
達
天
皇
陵
前

上
宮
学
園
前

太
井
川
②

泥
掛
け
地
蔵
前
②

太
子
四
つ
辻
②

梅
川
橋
②

河
南
橋
②

大
深
②

喜
志
駅
②

乗車 降車 便平均車内人数進行方向

●阪南線は、河南町の大宝住宅団地と喜志駅を結ぶ路線であり、通勤・通学や買い物、趣味・娯楽と日常利用が多くみ

られる。停留所別では、起終点の喜志駅と近つ飛鳥博物館前の乗降が多く、梅川橋や河南橋、大深の利用は少ない。

●喜志循環線は、喜志駅と起終点として太子町内を循環する路線であり、通勤・通学のほか、買い物や趣味・娯楽と日常

利用が多くみられる。停留所別では、葉室回りでは上宮学園前、太子回りでは太子町役場での乗降が多くみられる。

通勤通学は
約4割

運行本数や時間帯への不満足が5割

通勤通学が
約5割

運行本数や時間帯への不満足が約6割

（人） （人）

（人） （人）

（人）

（人）

（人）

（人）

←河南町 太子町→ ←太子町 富田林市→

←河南町 太子町→ ←太子町 富田林市→

←太子町 富田林市→←富田林市 太子町→

←太子町 富田林市→←富田林市 太子町→

←太子町 富田林市→←富田林市 太子町→

←太子町 富田林市→←富田林市 太子町→
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免許

(二輪・原付含む)

を持っている
81.5%

免許を

持っていない

13.0%

無回答

5.4%

〔N=92〕

ワークショップ参加者の属性

●ワークショップ参加者の属性は、以下のとおりである。

06 ワークショップ結果

調査概要

●地域内で現状移動に困っていることや将来の移動に不安が生じていること、現状のサービスに対する要望などの

アンケート調査で拾いきれない直接的な意見を収集した。

項目 集計条件

実施概要

〇千早赤阪村

〇太子町

〇河南町(喜志駅発着地域)

〇河南町(富田林駅発着地域）

〇富田林市(東条地区)

〇富田林市(山中田・大伴地区)

調査方法 グループごとに分かれて意見交換

表 調査概要

千早赤阪村

図 年齢（地域別）

18

図 運転免許の有無（全体） 図 金剛ふるさとバス利用状況（全体）

太子町

ほぼ毎日

利用する

2.2%

1週間に

数回利用する

9.8%

あまり利用

していない

37.0%

利用していない

39.1%

無回答

12.0%

〔N=92〕

図 運転免許の返納意思の有無(全体)

免許返納の

意思がある

24.3%

返納の意思は

ない

39.2%

無回答

36.5%

〔N=74〕

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・車で移動するよりも、バスに乗車して移動する方が気が楽

〇利用していない

・バス停が遠く、歩くのが難しい

・バス停まで歩く時間と車での目的地までの所要時間がほぼ同じ

・運行本数が少なく、乗りたいと思う時間帯に便がない

・小吹台には運行していない

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・運行本数の増便する

・オンデマンド交通の導入する

・小吹台や交通空白地域と役場間のルートを新設する

・住宅地など細かなネットワーク内を運行するルートの新設する

・金剛山への直通の運行ルートを新設する

・タクシーチケットを金剛ふるさとバスでも利用できるようにする

〇維持するために住民が主体的にできること

・車よりバスの方が楽だということを周知する

・できるだけバスを使用する（バスの時刻に合わせて行動する）

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・待ち時間が長い

・路線バスとコミバスの乗り継ぎの運賃が高い

〇利用していない

・上ノ太子駅へのルートがない

・時刻表の見方が分かりづらい

・地形的に坂が多く、バス停まで歩けない

・バス運賃よりも駅の最寄りの駐車場料金の方が安い

・乗りたいと思う時間にバスが無く、最終バスが早い

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・上ノ太子駅へのルートの新設

・バスの最終便の時間を遅くする

・バスが駅に到着する時間と電車出発時間を整合させる

・コミバスとの時間調整により町内移動しやすくする

・バスに乗った回数をポイント化して、割引などに適用する

・サービス向上のために運賃を上げる

〇維持するために住民が主体的にできること

・地域の情報交換場所として利用する

9月8日(日) 14：00～15：３０

9月１９日(木) 19：00～20：30

９月２１日(土) 10：00～11：30

９月２１日(土) 14：00～15：30

9月29日(日) 10：00～11：30

9月29日(日) 14：00～15：30

＠くすのきホール

＠万葉ホール

＠かなんぴあ

＠かなんぴあ

＠グリーンピア東条

＠かがりの郷

（n=92）

（n=14）

（n=12）

（n=18）

（n=21）

（n=21）

（n=11）

合計値

居

住

地

別

富田林市(東条地区)

富田林市(山中田・大伴地区)

太子町

河南町(喜志駅発着地域)

河南町(富田林駅発着地域)

千早赤阪村

20歳未満

8.3 

20歳代 30歳代

4.3 

14.3 

8.3 

6.3 

40歳代

4.3 

7.1 

8.3 

9.1 

6.3 

50歳代

7.6 

7.1 

22.2 

9.5 

60～

64歳

7.6 

14.3 

22.2 

4.8 

65～

69歳

14.1 

28.6 

25.0 

11.1 

18.2 

12.5 

70～

74歳

32.6 

14.3 

25.0 

33.3 

23.8 

54.5 

50.0 

75～

79歳

5.4 

7.1 

8.3 

9.1 

12.5 

80歳以上

21.7 

7.1 

16.7 

11.1 

57.1 

9.1 

12.5 

無回答

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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富田林市（山中田・大伴地区）

06 ワークショップ結果

河南町（富田林駅発着地域）

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・カナちゃんバスとの接続ができていない

・乗り遅れると1時間も待つことになる

〇利用していない

・早朝、深夜の便が少ない(最終バスが早い)

・屋根や椅子などがなく、待ち合い環境が良くない

・目的地までの路線がない

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・カナちゃんバスとの接続を考慮した時刻表の設定

・バス運賃を駐車場料金より安くする

・停留所の増設、運行ルートの見直し

・運行情報を分かりやすく住民に周知する

・電子決済対応機器の設置

・需要に応じた車両サイズの変更

〇維持するために住民が主体的にできること

・サービスを良くするためには受益者負担を許容する考えを持つ

・口コミで利用者の増加を図る

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・バスの最終便が早すぎる

・行きにバスを利用するが、帰りに時間的にバスを利用できない

〇利用していない

・バスのステップが高いので、乗降できない

・自分が外出したい時間にバスの運行便がない

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・通院や買い物に適した巡回ルートを考える

・車両を小型にして、家の近くまで送迎してくれる便を設定する

・サバーファームが再開するので、運行ルートを新設する

・お不動さんまでのバス路線を復活させる

・バス停を増設する

・河南町～千早赤阪村の運行ルートの設定

・深夜帯の運行便を設定する

〇維持するために住民が主体的にできること

・自家用車の代わりに、なるべく使うように意識する

・運行路線や便数が増えるなら、値上げも許容する

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・富田林駅でのバス待ちが大変（待つ場所が無い）

・バス停の案内が分かりにくい

・通勤で利用するが、便数が少ないので、電車とのアクセスが悪い

〇利用していない

・バスの最終便が早い

・便数が少なく、利用したい時間と運行時間が合わない

・企業団地にバスが通っていない

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・バス待ち環境の改善（ベンチ屋根の設置、広い場所）

・朝夕(通勤・退勤時間)に企業団地への運行ルートを設定

・平日と土休日で必要に応じて運行便数を変える

・区間定期制度などで、一定区間では乗り降り自由にする

・高齢者向けの運賃割引を導入する

〇維持するために住民が主体的にできること

・地域の集まりでバスの利用について話す

・バスの維持の方が重要で、値上げした方が良いという考え

金剛ふるさとバスに関する問題意識

〇利用している

・電車やカナちゃんバスとの運行時間と合わない

・バス運賃が高い

〇利用していない

・乗りたいと思う時間に運行していない

・バス停までが遠い

・バス運賃より駐車場料金の方が安いから

これからの地域における金剛ふるさとバスのあり方について

〇利用促進のための必要な改善点や取り組み

・時間設定の工夫（学生の登下校に合わせたダイヤ）

・免許返納者へのメリットとなるサービスの提供

・さくら坂～かなんぴあ間、さくら坂～オークワ(買い物先)の運行

・ICカードを利用できるようにする

・イベントなどで認知度を上げる

〇維持するために住民が主体的にできること

・定期を買うなど、できる限り利用する

・住民同士で誘い合って一緒に利用する

・サービスが良くならないと利用できない

河南町（喜志駅発着地域） 富田林市（東条地区）
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調査概要

●本事業における実施主体としての協力や、PDCAの構築に向けた連携の可能性を検証するため、交通事業者・施設

関係者・関連部署へのヒアリングにより、事業者がもつ問題意識、施設来訪者の移動手段や公共交通の利用実態等

を把握し 、具体事業への反映を行う。※Web回答あり

項目 集計条件

調査対象

〇交通事業者 6者（鉄道・バス・タクシー事業者）

〇地域内主要施設 ５者（商業施設・病院）

〇関連部署

調査方法 直接面談方式の聞き取り調査または書面調査

調査期間 令和6年8月上旬～１０月上旬

表 調査概要

地域内主要施設(商業施設・病院)

鉄道事業者（近畿日本鉄道株式会社・南海電気鉄道株式会社）

〈運行上の課題〉
・乗務員不足は慢性的であるが、サービスを提供するために駅員を削減しながら現況維持を行っている
・少子高齢化による利用者減により採算が取れず、民間企業単独では路線の維持が難しくなってきている

〈他の交通事業者との連携・タイアップ等の利用促進のための取り組み〉
・官公庁より補助金をいただき、待合室の壁面等、美装化に取り組んでいる
・鉄道・バスのダイヤ改正を同時期に行い、鉄道・バスの円滑な乗り継ぎができる取り組みを実施している

〈行政と事業者で協力していくべきこと、事業者として取り組んでいきたいこと〉
・バリアフリー設備の新設や更新等が必要と考える
・不採算路線の整理、統合だけでなく、新たな交通モードによる沿線住民の利便性向上策の検討
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関連部署

交通事業者(鉄道・バス・タクシー)

バス事業者（近鉄バス株式会社・南海バス株式会社）

〈運行上の課題〉
・乗務員の確保が急務（特に南部地域は高齢化で厳しい）
・富田林市駅のロータリーが狭いため、バス車両が待機できない

〈他の交通事業者との連携・タイアップ等の利用促進のための取り組み〉
・利便性の向上に向け、ICカード決済の普及は急務だと考える
・人材確保に向けて、運転体験会の実施や高卒の免許取得支援を行っている

〈行政と事業者で協力していくべきこと、事業者として取り組んでいきたいこと〉
・利用促進に向けて、やはりバス停までの移動手段の確保・充実が必要と考える
・関西MaaSや自動運転等、最新技術を用いた取り組みも重要である

タクシー事業者（近鉄タクシー株式会社・大阪第一交通株式会社）

〈運行上の課題〉
・フル稼働で行っていた中、2024年問題があり、運転時間が減少し、減少分の時間を誰がカバーするのか
・地域人口の減少は深刻であるが、いかに若手に移動手段として選択肢の1つと認識してもらえるか

〈他の交通事業者との連携・タイアップ等の利用促進のための取り組み〉
・人材確保に向けて乗務員の紹介等、説明会を実施している

〈行政と事業者で協力していくべきこと、事業者として取り組んでいきたいこと〉
・市町村の要望（乗合タクシー等）があれば、協力できることであれば前向きに検討する
・お年寄りが引きこもってしまい健康状態も悪化していかないよう、公共交通を利用しつつ、外出できるような支
援が必要と考える

商業施設（カインズ太子店・スーパーセンターオークワ河南店）

〈公共交通利用者から寄せられる要望〉
・コミュニティバス、私営バスの本数を増やしてほしい

〈公共交通をより多く利用してもらうために課題に思うこと〉
・運行便数の不足
・自転車で来店される方はほとんどいないため、バス運行を充実させること
・最終バスが早く、バスを利用して来店したい方が来店できない

〈公共交通における利用促進の取組みと連携できる内容について〉
・店舗の周辺に商業施設を誘致する
・金剛バスの廃止に伴い、廃止となった路線の復活

病院（PL病院・富田林病院・国民健康保険診療所）

〈公共交通利用者から寄せられる要望〉
・送迎バスルートが地域内全てを網羅しているわけではないため、送迎ルートや停留所の新設
・帰り時間によっては、「これを逃すと1時間待たなければならないので急いで欲しい」と要望がある

〈公共交通をより多く利用してもらうために課題に思うこと〉
・送迎バスの運行ルートや便数を増やすことが必要と思うが、経営的につり合いが取れない
・運行本数が少なく、不便なため、自転車やタクシー利用が増え、バス利用者数の更なる減少を進めている

〈公共交通における利用促進の取組みと連携できる内容について〉
・病院の送迎バスのバス停を、公共交通バスの停留所と同じ場所に設置できるようにする
・バス乗り場まで歩くことが難しい人も多いため、少人数でオンデマンド方式の交通の導入

※10月～11月中実施
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① 人口減少・高齢化社会の進行と自家用車依存の生活様式

○人口減少・高齢化社会に伴い、高齢化率が高い区域が広範囲に分布

○地域住民の自家用車の利用状況は82.4％（送迎も含む）と、自家用車に依存した生活がうかがえる

○自動車を自ら運転できない方や運転できなくなった高齢者等の移動手段の確保・維持が重要

② 交通事業者の人員不足の深刻化

○働き方改革関連法の施行により、2024年4月から運転手に対する時間外労働の上限規制が適用

○生産年齢人口の減少に伴う乗務員数の減少、人材確保に向けた取り組みが急務

③ 他市町村への移動需要

○目的別（通勤・通学、買い物、通院等）において、他市町村への移動需要は半数以上であり往来が活発

○鉄道駅へ接続する地域間幹線交通（金剛ふるさとバス）の9路線は、主に通勤・通学における需要がみられる

④ 需給バランスが悪い路線の存在

○金剛ふるさとバスは、路線ごとに輸送人員と収支の差があり、収支率が低い路線が複数存在する

○行政負担の増加により持続可能な運行への懸念

⑤利便性の低い環境（乗継の配慮、乗り場・待合環境）

○公共交通を利用しない理由に、「既存公共交通との乗り継ぎのしにくさ」が挙げられる

○「バス停が遠い」「待合環境が良くない」とバス待ち環境に関する改善ニーズがある

⑥ 移動ニーズとの乖離による公共交通利用の低下

○本地域の公共交通サービスの満足度では37.2％が「不満・やや不満」と回答

○公共交通を利用しない理由に、「運行本数が少ない」や「運賃が高い」と運行サービスへの不満が挙げられる

⑦ 継続した公共交通のサービス提供を要望する声

○「運賃見直しや行政負担の増加により運行サービスを継続して欲しい（ 63.7％ ）」、「公共交通の移動手段としての

必要性がある（91.6％）」と、公共交通サービスの重要性がうかがえる

○送迎者の約半数が送迎の負担を感じつつも、「公共交通の時間があわないため送迎を行っている（１９.９％）」と回答

人口減少・高齢化社会に伴う交通弱者増加への対応

○安心して暮らせる公共交通基盤の整備

○将来を見据えて公共交通を適度に使って暮らす習慣の定着 など

乗務員不足・2024年問題に応じた既存地域公共交通の見直し

○労働時間の見直しに対応したサービスの適正化

○公共交通の担い手の確保 など

地域間幹線交通（金剛ふるさとバス）のサービス維持

○生活に必要な各機能（商業、医療等）が集まる拠点、鉄道駅と生活拠点を結ぶネットワークの維持

○広域連携によるサービスの維持、利用促進等による利用者の増加 など

各地域の利用実態に応じた交通サービスの構築

○需給バランスの最適化、路線や料金の見直しを含めた運行内容の見直し

○利用低迷路線・エリアの解消、利用実態に応じたサービスの改善・効率化 など

各交通モード間の接続向上による円滑な交通体系の確保

○買い物・通院行動に合わせた既存ネットワークの再編、ダイヤの見直し

○既存公共交通の乗り継ぎ利便性の向上、充実した待合環境の改善 など

ターゲット層に合わせた公共交通サービスの充実・利用促進

○学生に向けた定期購入に関する割引、高齢者乗車割引の検討

○マイカー通勤者への公共交通の利用促進、観光客への情報発信 など

公共交通を知って使ってもらうきっかけづくりの促進

○教育・福祉等の他分野と交通分野の連携促進

○需要の取りこぼしの解消による負担感の軽減

○住民が地域公共交通について“自分ごと”として考える機会の創出 など
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